
診療情報の研究利用に関するお知らせ（オプトアウト） 

 

調査研究名 

精神保健福祉士による地域生活継続に向けたアウトリーチの役割と効果 

～精神科在宅患者支援管理料の対象者に焦点を当てて～ 

 

１． 研究の目的・概要   

当院では、2018 年 4 月より「精神科在宅患者支援管理料」（以下支援管理料）に基づく多職種訪問を

実施してきました。 

本研究は当院精神科を退院された患者様に対する支援管理料の導入が、退院後の再入院予防や安定し 

た地域生活の継続に与える効果を精神保健福祉士の視点から評価・検討することを目的としています。 

今回のお知らせ（オプトアウト）は、本研究の一環として行う「再入院率の比較・検証」に向けた過 

去の診療データの利用についてご案内するものです。 

２．研究の対象となる方 

  2018 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日までに当院精神科を退院された患者様 

３.  研究に使用する項目 

  以下の情報を診療録情報（カルテ）およびレセプト情報から収集し、使用します。 

  基本属性： 

年齢、性別、診断名、過去の入院回数、入院日数、退院日、再入院の有無および再入院日等 

  診療・支援の情報： 

精神科在宅患者支援管理料の算定の有無、併用サービス（訪問看護等）の利用状況等 

４．個人情報の保護・管理方法 

  収集したデータは、お名前やカルテ番号など個人識別情報を削除し、匿名化して管理いたします。研

究の成果は学会や学術集会で公表される場合がありますが、個人が特定されるような情報が公開され

ることは一切ありません。 

５．研究期間 

  倫理審査委員会承認日から 2027 年 3 月 31 日（予定） 

６．研究への参加を希望されない場合 

ご自身の情報が本研究に使用されることを希望されない場合は、下記の連絡先までお申し出くださ

い。対象となる方の情報は研究に使用いたしません。また、研究に参加しないことで診療・支援におい

て不利益が生じることは一切ありません。 

ただし、すでにデータ解析が終了し、学会発表や論文投稿等が行われた後は、情報を削除できない場

合がありますのでご了承ください。 

 

７．問い合わせ先 

 千葉県総合救急災害医療センター 精神科医療相談科  

 研究責任者： 中嶌 志歩 

 電話：０４３－２３９－３３５３ 


